
         

   

３
月

１５
日
（
日
）
14
時
〜
今
井
地
区
公
民
館
に

お
い
て
、
当
保
存
会
と
今
井
町
自
治
会
主
催
の

標
記
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

昨
年
ま
で
こ
の
会
は
、
夜
に
開
催
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
は
午
前
中
の
広
域
防
災
訓
練
の
後
、

昼
食
を
食
べ
て
一
息
入
れ
て
か
ら
始
め
れ
ば
、
参

加
者
に
と
っ
て
都
合
が
よ
い
の
で
は
と
考
え
て
の

こ
と
で
す
。
実
際
は
、
夜
の
方
が
都
合
の
良
い
方

が
い
た
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
約

40
人
の
関
係

者
の
参
加
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

         

 

会
議
は
米
川
自
治
会
長
の
開
会
挨
拶
、
田
原

保
存
会
事
務
局
長
の
司
会
で
、
参
加
者
一
人
一

人
の
紹
介
の
後
、
事
業
内
容
を
逐
一
読
み
上
げ

て
確
認
し
ま
し
た
。
質
疑
応
答
に
続
い
て
、
中
西

保
存
会
会
長
が
、
今
後
の
予
定
と
皆
様
の
協
力

を
要
請
し
ま
し
た
。 

   

今
年
は
、
橿
原
市
制

70
周
年
に
あ
た
り
ま
す
の

で
、
「
今
井
町
並
み
散
歩
」
も
そ
の
70
周
年
記
念

事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
位
置
づ
け
、
テ
ー
マ
は
「
住

ん
で
、
暮
ら
し
、
商
う
町
」
と
し
ま
し
た
。 

昨
年

と
同
じ
テ
ー
マ
を
選
ん
だ
理
由
は
、
現
在
、
今
井

町
が
直
面
し
て
い
る
避
け
て
は
通
れ
な
い
道
、
即

ち
観
光
地
化
に
つ
い
て
一
石
を
投
ず
る
も
の
で
す
。 

 

重
伝
建
制
度
が
施
行
さ
れ
て
、
昨
年
で
50
年
、

今
井
町
が
重
伝
建
に
指
定
さ
れ
て

３３
年
経
過
す

る
中
で
、
観
光
地
化
を
目
指
す
町
づ
く
り
よ
り
も
、

閑
静
な
住
宅
地
と
し
て
住
み
や
す
い
町
づ
く
り
を

目
指
し
て
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

 

行
政
の
多
大
な
支
援
を
受
け
て
、
今
井
町
の
暗

い
、
古
び
た
イ
メ
ー
ジ
は
一
新
さ
れ
、
本
瓦
葺
の

屋
根
が
軒
を
連
ね
、
漆
喰
壁
や
連
子
格
子
が
落

ち
着
い
た
趣
き
の
あ
る
町
の
雰
囲
気
を
一
層
際

立
た
せ
て
唯
一
無
二
の
町
並
み
を
形
成
し
て
い

ま
す
。 

 

こ
の
町
に
、
実
際
住
ん
で
、
日
々
の
生
活
を
営

む
こ
と
に
よ
り
、
一
層
こ
の
町
の
価
値
を
感
じ
る

住
民
が
増
え
、
住
民
が
こ
の
町
で
商
い
を
し
て
生

計
を
立
て
て
く
れ
る
の
が
、
今
井
町
が
古
い
町
家

の
博
物
館
で
は
な
く
、
生
き
た
町
と
し
て
存
続
し

て
い
く
理
想
の
姿
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

改
め
て
、
「
住
ん
で
、
暮
ら
し
、
商
う
町
」
を
今

井
町
活
性
化
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
住
民
皆
様

に
訴
え
る
機
会
と
し
ま
す
。 

    

２
月

１４
日
（
土
）
午
後
１
時
半
〜
３
時
、
橿
原

市
分
庁
舎
（
ミ
グ
ラ
ン
ス
）
に
お
い
て
、
橿
原
市
と

地
元
の
３
団
体
と
の
共
催
で
実
施
。 

 

Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
橿
原
市
に
無
償
譲
渡
す
る
畝

傍
駅
の
駅
舎
と
駅
周
辺
の
活
用
に
つ
い
て
、
長

年
い
ろ
い
ろ
と
協
議
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

ほ
ど
橿
原
市
デ
ザ
イ
ン
都
市
街
地
整
備
課
が
、

民
間
会
社
ス
タ
ジ
オ
Ｃ
と
交
し
た
活
用
案
に
つ

い
て
地
元
に
対
し
て
説
明
会
を
実
施
。 

 

活
用
案
で
は
、
駅
舎
活
用
事
業
エ
リ
ア
、
駅
前

広
場
エ
リ
ア
、
市
有
地
活
用
事
業
エ
リ
ア
の
３
エ

リ
ア
に
分
け
て
、
令
和
８
年
度
か
ら
詳
細
設
計
、

令
和

10
年
度
供
用
開
始
と
し
て
い
ま
す
。 

 

総
事
業
費
は
６
億
５
千
万
円
（
国
３
億
円
、
県

５
千
万
円
、
市
３
億
円
負
担
）
で
橿
原
市
が
市

有
地
の
使
用
料
と
し
て
、
民
間
会
社
か
ら
受
け

取
る
の
は
年
間
１
千
万
円
と
の
こ
と
で
す
。 

 

駅
舎
エ
リ
ア
で
は
、
貴
賓
室
の
扱
い
と
新
た
に

設
け
る
賑
わ
い
創
出
エ
リ
ア
（
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ

ン
）
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。 

 

地
元
３
団
体
は
、
畝
傍
駅
舎
の
保
全
活
用
に

目
途
が
つ
い
た
と
概
ね
賛
同
の
様
子
で
し
た
。 

（１） 令和８年４月１日                い ま い は 今                      第３１０号 
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第
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回
実
行
委
員
会
開
催 

テ
ー
マ
「
住
ん
で
、
暮
ら
し
、
商
う
町
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畝
傍
駅
の
駅
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及
び
駅
周
辺
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活
用
に
関
す
る
説
明
会
開
催 



    

３
月
８
日
（
日
）
９
時
〜

１３
時
、
重
文
旧
米
谷

家
で
、
当
保
存
会
主
催
の
標
記
の
体
験
学
習
会

を
も
う
す
ぐ
卒
業
予
定
の
有
志
を
対
象
に
実
施
。 

 

昨
年
は
、
参
加
希
望
者
が
少
な
く
、
中
止
し
ま

し
た
が
、
今
年
は
、
生
徒
８
人
、
保
護
者
１
人
、

先
生
方
３
人
の
計

１２
人
が
参
加
。 

 

参
加
者
は
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
昔
の
生

活
の
一
部
を
体
験
す
る
学
習
と
し
て
、
和
室
の
清

掃
の
仕
方
、
座
布
団
の
表
裏
・
前
後
な
ど
お
客
を

も
て
な
す
作
法
や
、
昼
食
で
食
べ
る
「
大
和
今
井

の
茶
粥
」
を
炊
く
カ
マ
ド
の
火
の
扱
い
や
デ
ザ
ー

ト
と
し
て
食
べ
る
葛
餅
を
盛
り
付
け
る
バ
ラ
ン
の

笹
船
作
り
、
そ
し
て
配
膳
作
業
や
後
片
付
け
ま
で

一
連
の
作
業
を
体
験
。 

 

生

徒

た
ち
は
裸

火

を
扱
う
機
会
は
ほ
と

ん
ど
皆

無

で
す
が
、

今
回
は
、
カ
マ
ド
の
着

火
、
火
の
見
守
り
、
消

火
に
つ
い
て
貴
重

な

体
験
を
し
ま
し
た
。 

 

一
般
的
に
重
要
文

化
財
の
建
築
物
の
周 

辺
は
「
火
気
厳
禁
」
が
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
今

回
会
場
と
な
っ
た
重
文
旧
米
谷
家
の
カ
マ
ド
に

火
を
入
れ
る
こ
と
は
異
例
の
こ
と
で
特
別
な
許

可
を
得
て
実
施
し
て
い
ま
す
。 

                            

３
月
８
日
か
ら
大
阪
で
始
ま
っ
た
大
相
撲
三
月

場
所
に
先
立
っ
て
、
３
月
１
日
（
日
）
１６
時
か
ら

今
井
小
学
校
東
側
の
天
理
教
三
津
山
分
教
会
に

宿
泊
し
て
い
る
、
朝
日
山
部
屋
（
親
方
、
元
関
脇

琴
錦
）
の
力
士
達
と
の
交
流
会
を
開
催
。 

 

朝
日
山
部
屋
は
、
７
年
前
か
ら
今
井
に
宿
舎
を

お
い
て
い
ま
す
が
、
力
士 

と
の
交
流
会
は
初
め
て

で
、
親
方
の
現
役
時
代

の
活
躍
の
紹
介
、
講
演

や
力
士
同
士
の
技
の
実

演
の
後
、
３
種
の
ち
ゃ

ん
こ
鍋
を
試
食
し
て
親

睦
会
が
賑
や
か
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。 

   

３
月

１５
日
（
日
）
９
時
か
ら
、
今
井
地
区
公
民

館
周
辺
で
、
昨
年
に
続
い
て
、
今
井
小
学
校
区

内
の
住
民
を
対
象
に
し
た
広
域
防
災
訓
練
を
実

施
。
主
な
訓
練
内
容
は
、
水
消
火
器
の
放
水
訓

練
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
っ
た
竹
切
り
、
胸
骨
圧

迫
に
よ
る
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
訓
練
、
応

急
テ
ン
ト
の
張
り
方
訓
練
、
地
下
消
火
栓
か
ら 

消
火
ホ
ー
ス
の
接
続
、

模
擬
放
水
訓
練
、
移
動

ポ
ン
プ
車
を
使
用
し
た

放
水
訓
練
を
実
施
。
参

加
人
数
は
１
０
０
人
超

で
、
肌
寒
い
天
気
の
中
、

参
加
者
は
懸
命
に
訓
練

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。 

今
井
小
学
校
卒
業
記
念 

 
 

 
 

 
 

 
 

古
い
町
家
で
の
生
活
体
験 

広
域
防
災
訓
練 

今
井
地
区
公
民
館
周
辺 

大
相
撲
大
阪
場
所 

 
 

 
 

 
 

 

今
井
町
で
力
士
さ
ん
と
交
流
会 

盛
り
付
け 

茶
粥 

消
防
署
の
点
検 
カ
マ
ド
の
火
の
後
始
末 

（２）令和８年４月１日                い ま い は 今                      第３１０号 


